
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 3014 

令和５年度 工業科（メカトロニクス系） 

 

教科 工 業 科目 機械製図 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 ７実教 工業７０２「機械製図」（実教出版） 

副教材等 基礎製図練習ノート(実教出版)、基礎製図検定問題集(全国工業高等学校長協会) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・基礎的な製図 

投影図・等角図を学ぶことで、投影の不足線や片側断面図、補助投影、展開図の応用に取り組みま

す。また、簡単な立体の投影を表現します。 

・図面作成 

教科書巻末の図面集の課題を使用し、図面を作成します。製図器（ドラフター、製図道具）の使用

方法を理解し、正しく使用することで製作が正確になります。また、手順を理解し道具を使いこなす

ことで、作成の際の能率向上をはかっていきます。機械設計、機械工作等、関連する総合的な知識を

身に付くことも大切です。 

 

２ 学習の到達目標 

 工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，工業の各分野の 

製図に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

（1）工業の各分野に関する製図について日本産業規格及び国際標準化機構規格を踏まえて理解すると

ともに，関連する技術を身に付けるようにする。投影法、等角法、不足線、片側断面図、補助投

影図、展開図等の技術を学び、形状の表し方を理解するとともに，関連する技術を身に付けるよ

うにする。図示法を理解したうえで、製図をする技能を身に付けるようにする。 

（2）製作図や設計図に関する課題を発見し，工業に携わる者として科学的な根拠に基づき工業技術の

進展に対応し解決する力を養う。 

（3）工業の各分野における部品や製品の図面の作成及び図面から製作情報を読み取る力の向上を目指

して自ら学び，工業の発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技術 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

各種機械や部品の製作に使

用される図面などの作成に

関する基礎的・基本的な知

識と技術を習得するととも

に，各種機械や部品の製作

に使用される図面等の役割

や作図法，図面などを正し

く読み，作成できる力を身

につけている。 

各種機械や部品の製作に使用

される図面などの作成におけ

る諸問題を的確に把握（分析）

し，考察を深めるとともに，

機械製図に関する知識と技術

を活用しながら表現する力を

身につけている。 

各種機械や部品の製作に使用

される図面などを作成するこ

とに興味・関心をもち，機械

製図の意義や役割の理解およ

び諸問題の解決を目指して，

主体的に学習に取り組もうと

している。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習内

容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

前

期 

①  

製

図

の

基

礎 

第 1 章 製図の基礎 

１．機械製図と規格 

 

２．製図道具と使い方 

 

３．図面に用いる文字と線 

 

５．投影図のえがき方 

 1 投影法 

 2 投影図のえがき方 

 

６．立体的な図示法 

 1 等角図のえがき方 

a: 製図の基本である投影法

について理解している。正確

な投影図をえがくことがで

きる実践的な知識を身につ

けている。等角図などの立体

的な図示法について理解し

ている。正確な立体図をえが

くことができる実践的な知

識を身につけている。 

b: 正確な投影図をえがくこ

とができる。等角図などの立

体的な図示法について理解

している。正確な立体図をえ

がくことができる。 

ｃ: 投影図・等角図のえがき

方について自ら学び，正確な

投影図・等角図がえがけるよ

う主体的かつ協働的に取り

組む態度を身に付けている。 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

提出ﾉｰﾄ 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

 

ワークシート 

 

振り返りシート 

前

期

② 

投

影

図

の

応

用 

応用編 

１．立体図から投影図 

２．投影図から立体図 

３．不足線の追記 

４．片側断面図 

５．補助投影図 

６．展開図 

７．簡単な立体の投影図 

a: 製図の基本である投影法

について理解している。正確

な投影図をえがくことがで

きる実践的な知識を身につ

けている。等角図などの立体

的な図示法について理解し

ている。正確な立体図をえが

くことができる実践的な知

識を身につけている。 

b: 正確な投影図をえがくこ

とができる。等角図などの立

体的な図示法について理解

している。正確な立体図をえ

がくことができる。 

ｃ: 投影図・等角図のえがき

方について自ら学び，正確な

投影図・等角図がえがけるよ

う主体的かつ協働的に取り

組む態度を身に付けている。 

 

提出ﾉｰﾄ 

 

実技課題 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

提出ﾉｰﾄ 

 

実技課題 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

観察 

 

実技課題 

 

ワークシート 

 

振り返りシート 
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後

期 

製

作

図 

①

・

②

・

③

・④ 

１ 製作図のあらまし 

１ 製作図 

２ 尺度 

３ 図面の様式 

４ 製作図の書き方 

と検図 

 

２ 図形の表し方 

１ 図の選び方と配置 

２ 断面図示 

 

３ 寸法記入法 

 １ 基本的な 

寸法記入法 

 ２ いろいろな 

      寸法記入法 

 ３ 寸法記入 

についての留意事項 

a: 製作に必要な情報が含ま

れた図面(部品図・組立図)

の作成に欠かせない方法や

手法について理解している。

技術については、実践的な知

識を身に付けている。 

 

b:製作図の種類や用途を理解

している。実技を通して学習

するなかで、製作図(原図)

の検図を行いながら、寸法記

入の重要性を理解したうえ

で正確な図をえがくことに

ついて問題を見出して課題

を設定し、実践を評価・改善

し、考察したことを根拠に基

づいて論理的に表現するな

どして図面作成の技術を身

に付けている。 

 

c: 図面管理の重要性につい

て自ら学び、誤りのない図面

管理をすることに主体的か

つ協働的に取り組む態度を

身に付けている。 

 

実技課題 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

実技課題 

 

ﾜｰｸｼｰﾄ 

実技課題 

 

ワークシート 

 

振り返りｼｰﾄ 

 

 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度         

 


